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【会議次第】 

 

１．開会 

 

  ２．あいさつ 

    ・会長 

  ・企画調整部長 

  ・岩城総合支所長 

 

３．報告・説明 

  ① 過疎計画について 

  ② 水道・下水道料金の改定について 

 

４．その他 

  ① 統合小学校の校舎建設地について（報告） 

 

  ５．閉  会 

 

  

 

会 議 の 経 過 別紙のとおり 
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堀井盛男委員、 菅野芳男委員 

 

 

 

 

 



会議の経過 

平成２２年度第１回 岩城地域協議会 

 

                                       平成２２年７月２０日（火）   

 

                                       午後 １時３０分   開会 

【 あ い さ つ 】 

① 岩城地域協議会 会長 川上幸一 

② 企画調整部長 小松慶悦 

③ 岩城総合支所長 今野光志 

 

【 報告・説明案件 】 

① 過疎計画について （石川裕 企画調整部次長兼企画調整課長より説明） 

 

◇ 議長 

   ただ今の説明のありました過疎計画については制度が延長になったことに伴い、新たに策定しなけ

ればならなくなったということで、この後、内容について示される機会もあると思います。今日はそのこ

との説明ということで、協議や提言を求められているわけではございませんが、せっかくの機会ですの

で、ご質問・ご意見等がございましたらお話しいただきたいと思います。どなたかございませんか。 

 

○ Ａ委員 

    論点が少しずれるかもしれませんけれども、どんどん高齢化が進んで、交通弱者と言われる人が

増えてきています。そうした中で、車イスに乗った方等がなかなか病院や買い物に行けないといった

状況の中で、今、移動サービスもしくは移送サービスといわれるのものが、ＮＰＯ等を主体にして秋田

市や由利本荘市内にもある程度はあるようですけれども、実際には岩城地域内では移送サービスと

いうものについてどのような状況になっていて、今後、交通弱者に対してどのような取り組みをしてい

こうと考えておられるのか？ お話しいただければありがたいです。 

 

● 企画調整部次長兼企画調整課長 

    高齢化社会における交通弱者の足の確保は大きな課題であります。また、公共交通機関について

は採算の関係で路線バスが廃止になってきているという現状があります。これが当然、過疎地域に

なればなるほど深刻な状況が深まっているという現状にあります。由利本荘市におきましても、当岩



城地域においてはいち早くコミュニティバスという形でやっておりますが、羽後交通さんの路線バス

が廃止ということもありまして、代替交通ということで市の方で交通計画をたてながら、出来るだけご

不便をおかけしないように地域コミュニティバス等の運用を始めております。移送サービスについて

は確かにＮＰＯ等でやられているところもあるようですけれども、現在で市としてそういった具体的な

形では動いていないと思います。 

● 振興課長 

     今現在、岩城地域では、医療機関に移送するというようなことは、社会福祉協議会も含めて実施し

ておりませんので、今後、そういった意見を反映出来ると考えられる機関と協議をしながら計画を

たてていく必要があろうかと思います。 

○ Ａ委員                                                          

私も何度かコミュニティバスの亀田道川線に乗ったことがありますが、車イスのまま乗車出来ると 

いうことを知っていらっしゃる方が地域の中に少ないんですね。ですから、一つはもっとＰＲしてい

ただいて車イスでの利用をもっと増やしていただきたいと思っています。もう一つは市内の障害者

団体でＮＰＯ法人を作って移送サービスをやりたいというふうなことを考えているところもあるようで

すので、そういったところが実際に運営できるという形になれば、地域の移動に関して、今まで外に

なかなか出られなかった、病院にも半年に１回しか行けなかった人たちが月１回行けるようになれ

ば健康管理等も出来るようになるのではないかと思いますので、是非、地域住民の方やそういっ

たことを考えている団体の方にお声掛けしていただいて、より充実した住民サービスが出来るよう

な、市が全部背負ってやるということではなくて、地域のそういった団体等とタッグを組みながら、

そういった事業を目指していっていただければ非常にうれしいなと思います。 

● 支所長 

     コミュニティバスについては車イスでの乗車が可能だということを隅々まで周知出来るようＰＲに努

めてまいりたいと思いますし、身障者の方や交通弱者の方の移送については、この地域内に取り組

んでいただける方がおれば良いのですが、費用対効果やさまざまなことで無理だとすれば、由利本

荘市全体で、もしくはある程度のブロック単位での取り組みを検討してまいりたいと思います。 

 

  

 ② 水道・下水道料金の改定について （熊谷建設部長より概況説明の後、上水道

については原田ガス水道局管理課長、簡易水道と下水道については小松上下

水道課主席主査より説明） 

 

   ※質疑応答等は特に無し 

 

  

 その他＝統合小学校の校舎建設地について伊藤教育学習課長より報告 

 

【午後３時閉会】 



 


